古人の思い
万葉集

	歌
	作者
	句切れ
	特徴

	①春過ぎて　夏来たるらし　白たへの

　　衣ほしたり　天の香具山
	持統天皇


	二・四
	体言止め

（女性）

	②君待つと　吾が恋ひをれば　我がやどの

　　すだれ動かし　秋の風吹く
	額田王


	なし
	（女性）

	③近江の海　夕波千鳥　汝が鳴けば

　　心もしのに　古思ほゆ
	柿本人麻呂
	二
	

	④うらうらに　照れる春日に　ひばり上がり

　　心悲しも　ひとりし思へば
	大伴家持
	四
	字あまり

倒置法

	⑤多摩川に　さらす手作り　さらさらに

　　なにそこの児の　ここだかなしき
	（東歌）
	三
	

	⑥防人の　行くはたが背と　問ふ人を

　　見るがともしさ　物思もせず
	(防人の歌)
	四
	

	⑦瓜食めば　子ども思ほゆ　

　栗食めば　ましてしぬはゆ

　いづくより　きたりしものそ

　まなかひに　もとなかかりて　

　安眠しなさぬ

　　　　　↓

　銀も　金も玉も　何せむに

　　勝れる宝　子にしかめやも
	山上憶良
	二、

四
三


	長歌

↓

反歌




古今和歌集
	⑧人はいさ　心も知らず　ふるさとは

　　花ぞ昔の　香ににほひける
	紀貫之
	二
	係り結び

	⑨秋来ぬと　目にはさやかに　見えねども

　　風の音にぞ　おどろかれぬる
	藤原敏行
	なし
	係り結び

	⑩思ひつつ　寝ればや人の　見えつらむ

　　夢と知りせば　覚めざらましを
	小野小町


	三
	（女性）


新古今和歌集
	⑪道の辺に　清水流るる　柳陰

　　しばしとてこそ　立ち止まりつれ
	西行法師
	三
	係り結び

	⑫見わたせば　花も紅葉も　なかりけり

　　裏の苫屋の　秋の夕暮れ
	藤原定家
	三
	体言止め

	⑬玉の緒よ　絶えなば絶えね　ながらへば

　　忍ぶることの　弱りもぞする
	式子内親王
	二
	係り結び

（女性）


	歌集
	成立時代

編者
	句切れ

調子
	歌風・歌の心
	作者層

	万葉集
	奈良時代
	二、四句切れ

五七調
	直感的・実感的。

素朴・力強い。

（ますらおぶり）
	天皇・貴族

僧侶

農民・兵士

	古今和歌集
	平安時代
	三句切れ

七五調
	繊細、優美。

しみじとした心の味わい。

「もののあはれ」を歌う
	天皇・貴族

僧侶

	新古今和歌集
	鎌倉時代
	初句切れ

三句切れ

七五調
	やさしく繊細。

絵画的で幻想的な雰囲気。

「幽玄」を歌う。
	天皇・貴族

僧侶


○万葉集…現存する最古の歌集。約四千五百首。奈良時代の末、八世紀後半頃に
　　　　　成立。歌の形式として短歌、長歌（五七五七五七…五七七）、

　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(せどう),旋頭)歌(五七七五七七)などがある。　　
　　　　　代表的な歌人は額田王、柿本人麻呂・山部赤人・山上憶良・大伴家持・
　　　　　大伴EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たびと),旅人)など。
○古今和歌集…最初の勅撰和歌集。（天皇が命令して編集させた）平安時代初期に
　　　　　紀貫之らが中心になって編集。代表的歌人は、紀貫之(きのつらゆき)・
　　　　　凡河内射恒（おおしこうちのみつね）・紀友則(きのとものり)・壬生忠岑(みのぶ
　　　　　　　ただみね)・在原業平(ありわらのなりひら)・小野小町(おののこまち)

　　　　　
○新古今和歌集…EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ちょくせん),勅撰)和歌集。（天皇の命令で集めた和歌集）



鎌倉時代の初め、EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ご),後)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とば),鳥羽)上皇の命令で藤原定家らが編集。

　　　　　　　代表的歌人は、後鳥羽上皇・EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しょく),式)子内親王・藤原定家・藤原家隆・
　　　　　
EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さいぎょう),西行)など
◇句切れについて

句切れとは、短歌などで内容がいったん切れるところです。
解釈をする人によって句切れが違う場合もあります。
◇句切れの探し方（中学生向け）

①内容で分ける
まずは短歌を現代語に直してみる。（難しくてもチャレンジしよう）

そして内容を二つの段落に分ける。分けたところが句切れになることが多い。

　この方法は絶対ではないが、現代語で内容を考えて理解する練習になる。

自分で現代語に直すのが無理な場合は、現代語にしてあるものを調べよう。

次に、読点（、）ではなく句点（。）で内容が分けられる部分をさがす。

　句点（。）で分けるから「句切れ」と覚えておくと良い。

　この分け目が句切れになるものがほとんど。
②終止形、命令形で分ける
句点で分けるということは文が終わっている部分をさがすということ。

　つまり、現代語で言う終止形や命令形を探すという方法もある。しかし、

中学生だと古典の活用は学習しないので、終止形や命令形にこだわらない

ほうがよい。
（参考）古典の助動詞の終止形は「り」「し」「つ」「ぬ」「ず」「む」で

終わるものが多いので、各句の最後の文字からこれらを探しその下で切る。

困ったときにはこの方法で半分以上は正解する。
③切れ字で分ける
「や」「かな」「けり」などを切れ字といい、この切れ字があるとその下で

句切れになる。これらはEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(えいたん),詠嘆)（感動）を表しEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(よいん),余韻)をもたせていて、作者の

感動の中心になることが多い。
　④体言止め・倒置法・呼びかけで分ける
　　これらも普通は句切れになる。

【参考】万葉集の時代にはひらがながなかったので、すべて漢字で書いていた。

　　　①春過EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(て),而)夏EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(きたる),来)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),良)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),之)白妙EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),能)衣EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ほし),乾)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(たり),有)天EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),之)香来山
　　　⑤EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(た),多)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ま),麻)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(が),河)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(わ),泊)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(に),尓)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さ),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),良)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(す),須)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(て),弖)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ず),豆)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(く),久)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(り),利)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さ),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),良)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さ),左)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ら),良)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(に),尓)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),奈)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(に),仁)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(そ),曽)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),許)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),能)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),兒)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(の),乃)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),己)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),許)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(だ),太)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),可)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(な),奈)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(し),之)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),伎)
表現技法

　体言止め…名詞で文を終わらせる。　→①・⑫の短歌

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(まくらことば),枕詞)…短歌の最初に書く五文字の意味のない言葉。決まった言葉につながる。

　　　　（例）
たらちねの→母



ひさかたの→光



ちはやぶる→神



あかねさす→紫

　倒置法…文節の順番を逆にした文。　→④の短歌

　反語…「や」・「か」は「～だろうか、いやそうではない」の意味。

　
　→⑦の反歌

　係り結び…「ぞ」「なむ」「や」「か」があると文末を連体形にする。


　　　「こそ」があると文末を已然形（仮定形）にする。　

◎形式よる分類

　短歌…五七五七七

　長歌…五七五七…五七七

　反歌…長歌の内容をまとめたり補足したりする歌。

◎万葉集にみられる歌

　EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ ゴシック" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(あずまうた),東歌)…EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(とうごく),東国)地方（近畿地方より東の地域）の素朴な民衆の歌。

　防人の歌…北九州の防備に集められた人やその家族の歌。


①　春過ぎて 夏来たるらし　白たへの 衣干したり EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(あめ),天)のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),香)

EQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぐやま),具山)
【大意】春が過ぎて夏がやってきたらしい。真っ白な衣が干してある、天香具山に。
　○夏来たるらし→夏が来たらしい
　○白たへの　　　→真っ白な
【技巧】体言止め

②　君待つと わが恋ひをれば わが屋戸の すだれ動かし 秋の風吹く
　【大意】あなたのおいでを待って私が恋い慕っていると、私の家のすだれを
　　　　　なびかせて秋の風が吹いてきます。
　　○君…ここでは天智天皇
　(参考)あかねさす 紫野行き eq \o(\s\up 12(しめの),標野)行き eq \o(\s\up 12(のもり),野守)は見ずや 君がeq \o(\s\up 12(そで),袖)振る(額田王)

③　近江の海　夕波千鳥　汝が鳴けば　心もしのに　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(いにしへ),古)思ほゆ
　【大意】近江の湖の夕波に鳴く千鳥よ。おまえが鳴くと、心がしおれてしまい
　　　　　そうなほどにせつなく昔のことがしのばれるよ。

　　○心もしのに…心もうちしおれるばかりに


④　うらうらに　照れる春日に　ひばり上がり　心悲しも　ひとりし思へば

　【大意】うららかに照っている春の日にひばりが上がり、そのさえずりが

　　　　　心痛い、ひとり物思いにふけっていると。


⑤　多摩川に　さらす手作り　さらさらに　なにそこの児の　ここだかなしき

　【大意】多摩川にさらした手作りの布がさらさらになっている。どうしてこんな

　　　　　にこの娘はかわいいのだろう。


⑥　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(さきもり),防人)の　行くはたが背と　問ふ人を　見るがともしさ　物思もせず
　【大意】防人にかり出されるのはどこの主人かと問う人を見るのがうらやましい。

　　　　　私と違って心配もしないで。

　　○ともしさ…うらやましさ


⑦　瓜EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(は),食)めば　子ども思ほゆ　　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くり),栗)

EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(は),食)めば　ましてしぬはゆ

　　いづくより　きたりしものそ　まなかひに　もとなかかりて　

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(やすい),安眠)しなさぬ

　　　　　

　　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(しろがね),銀)もEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(くがね),金)も玉も　何せむに　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(まさ),勝)れる宝　子にしかめやも

　【大意】瓜を食べると子どもたちのことを自然と思い出す。栗を食べるとなお

　　　　　いっそう思い出す。どこからやってきたのか、目の前にちらついて

　　　　　よく寝ることもできない。

　　　　　銀も金も宝石も一体何になろう。どんなに優れていても子どもには

　　　　　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(およ),及)ばない。

　　○しぬはゆ…思いをはせる

　　○まなかひに…目の前に

　　○もとな…わけもなく

　　○しかめやも…「や」が反語。「及ぶだろうか、及びはしない。」


⑧　人はいさ　心も知らず　ふるさとは　花ぞ昔の　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(か),香)ににほひける

　【大意】人はというと、さあ心の内はわからない。しかし故郷のこの梅の花は

　　　　　昔ながらに美しく咲きにおっているなあ。

　○「ぞ」→「ける」が係り結び

⑨　秋EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(き),来)ぬと 目にはさやかに 見えねども 風の音にぞ 驚かれぬる
　【大意】秋が来たと、目にははっきりとは見えないけれど、風の音で（ああ秋が
　　　　来たな）と気づいたことだ。。
　○来ぬ　→来た（参考　「EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(き),来)ぬ」→きた・「EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(こ),来)ぬ」→こない）
　○さやかに　→はっきり
　○見えねども→見えないけれど

　○驚かれぬる→「驚く」は「はっと気づく」という意味。
　○「ぞ」→「ぬる」が係り結び
【鑑賞】　視覚でなく、聴覚で秋を感じている。


⑩　思ひつつ　EQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ぬ),寝)ればや人の　見えつらむ　夢と知りせば　覚めざらましを

　【大意】あの人のことを思いながら寝たので、夢に現れたのだろうか。夢と

　　　　　分かっていたなら、いつまでも覚めないようにしたのに。

　　○や→らむ…係り結びの関係。「や」は「～だろうか」の意味。


⑪　道のEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(べ),辺)に 清水流るる 柳陰 しばしとてこそ 立ち止まりつれ
　【大意】道のほとりにきれいな清水が流れている柳の木陰よ。（暑い道中を

　　　　　旅した疲れをいやそうと）ほんのしばらく休もうと思って立ち止まった

　　　　　のだったが、（心地よさについEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(ながい),長居)をしてしまったことだ。）
　　○道の辺→道のほとり
　　○しばしとてこそ…しばらく休もうとおもって。

　　○「こそ」→「つれ」の係り結び
【鑑賞】上三句で景色を描き、下の二句で作者自身の行動を描いている。
⑫　見渡せば　花も紅葉も　なかりけり　浦のEQ \* jc2 \* "Font:ＦＡ 教科書Ｍ" \* hps14 \o\ad(\s\up 13(とまや),苫屋)の　秋の夕暮れ
　【大意】見渡すと、花や紅葉のような華やかなものは何もない。粗末な家が散ら

　　　　　ばるこの浦の秋の夕暮れ。
　　○苫屋…粗末な家

⑬ 玉のEQ \* jc2 \* "Font:ＭＳ 明朝" \* hps12 \o\ad(\s\up 11(お),緒)よ 絶えなば絶えね ながらへば 忍ぶることの 弱りもぞする
【大意】我が命よ、絶えてしまうなら絶えてしまえ。このまま生き長らえると自分
　　　の心に秘めている気持ちが弱まって、思いが外に表れてしまったら困るから。
　○玉の緒　　→命
　○絶えなば絶えね　→絶えるならば、絶えてしまえ
　○忍ぶること→我慢する
　○ながらへば→長生きする

　○「ぞ」→「する」は係り結び



